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photo  千歳中学校「立志式」。母親の勝枝さんに色紙を手渡す浅野明日香さん
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六ヶ所トピックス

りりしく「わたしの夢」披露
千歳中で「立志式」開かれる

　千歳中学校（中村廣美校長、生徒数 51 人）の「立志式」が
2 月 3 日、同校体育館で行われました。
　立志式とは、昔の成人式にあたる元

げ ん ぷ く

服（現在の中学 2 ～ 3
年生の年齢）にちなんだもの。2 年生 15 人が、一人ずつ壇上
で「消防士」、「トリマー」や「通訳」など『わたしの夢』を発
表しました。生徒たちはその夢を書いた色紙を「これからもよ
ろしくお願いします」などと、はにかみながら父親や母親に色
紙を手渡しました。保護者たちは目を細めながら、子どもたち
の成長ぶりに頼もしさを感じていたようすでした。
　相内ひとみさん（竜成くんの保護者）は「できるだけ応援し
たい」、木村みどりさん（直也くん・同）は「（消防士は）小学
校の頃からの夢。ぜひ、がんばってほしい」と話していました。「映像関係」の仕事に就き、CG をつくりたいと話す相内竜成くん

無病息災などを祈願
泊地区で大厄の男女が合同で厄払い

　平成 22 年が大厄の年にあたる男女による厄払いが２月１日、
泊地区の神社で行われました。この厄払いは古くから泊地区で
行われているもので、今年は男性 11 人と女性 5 人が参加、諏
訪神社や貴宝山神社や稲荷神社などでお払いを受けました。
　諏訪神社では、神主の鈴木賀暢さんが祝詞を唱え、一人ずつ
名前を読み上げ無病息災などを祈願しました。また、泊神楽会
が神楽を奉納しました。
　代表で玉ぐしほうてんを行った舘花丈治さんは「末永く、災
難のないように」、林下由美さんは「健康を祈願した」と話し
ていました。
　諏訪神社責任役員の坂上健一さんは「やっぱり地元の神社で
のおはらいが一番。ぜひ地元の皆さんは今後も参加してほしい」
と話していました。形代（かたしろ）で目や耳などをなでる参加者

救命胴衣の着用推進 PR
ライフガードレディース委嘱状交付式

　「ライフガードレディース委嘱状交付式」が１月 29 日、六ヶ
所村海水漁業協同組合で開かれました。
　八戸海上保安部の楢原義則部長から、村海水漁業協同組合婦
人部の中村次子さん、矢崎節子さん、高橋アツ子さん、橋本和
枝さんの４人に委嘱状とベストが交付されました。
　同事業は、海上での救命胴衣着用の推進が目的。4 人は今後、
海難事故での死亡者や行方不明者の絶無をめざし、漁業者や釣
り愛好者などに対して救命胴衣の常時着用を PR していきます。
　4 人を代表して中村さん、矢崎さんは「組合員の皆さんには、
救命胴衣を常時着用し操業にあたっていただきたい。『家族の
元に無事帰ってきて』との願いを込めて救命胴衣の着用を訴え
続けていきたい」とあいさつしました。委嘱状を交付された（左から）高橋さん、矢崎さん、橋本さん

活発に意見交換を行った参加者

「カクカク」チームがベスト８
げんねんジュニアロボットコンテスト

中級部門「ロボエッグ」で健闘した「カクカクシカジカ」チーム

Rokkasho Topics

料理体験などで交流深める
村女性団体連絡協が産消交流会

　産消交流「六ヶ所村・首都圏女性による交流会」（経済産業省資
源エネルギー庁六ヶ所村主催）が１月 22 日～ 23 日に開かれまし
た。首都圏の女性たちとの意見交換や各種体験などを通して相互
理解を図ることが目的の同交流会は、今回で 10 回目。あすかエ
ネルギーフォーラム（東京都）、WEN（同）、東京都地域婦人団体
連盟（同）、御前崎エネの会（静岡県）の 4 団体 20 人と六ヶ所村
女性団体連絡協議会（菊池トシヱ会長）会員 20 人が参加。核燃
料サイクル施設の見学や放射線についての講話や地元食材を使っ
たイカすしなどの郷土料理体験で交流をしました。
　参加者からは「交流会で得た村や核燃料サイクルの正しい知識
を伝えたい」、「エネルギー消費地として何をすべきか考えたい」
という意見が出されていました。村産食材を使った料理法の説明を受ける参加者たち

　「第 11 回げんねんジュニアロボットコンテスト」が 2 月 13 日、
六ヶ所村総合体育館で開かれ、県内 14 発明クラブ約 300 人が
力作のロボットで競い合いました。
　「六ヶ所村少年少女発明クラブ（松尾拓爾会長、部員 19 人）」
からは、初級部門（個人・団体）と中級部門（団体）へ 10 人
が出場、中級部門出場の「カクカクシカジカ」チームがベスト
８と健闘しました。同チームの貝塚創くんは「とてもうれしい
結果。また来年も挑戦したい」とにっこり。また、ロボット作
りの指導を行った佐々木義典さんは「緊張して結果を出せない
子もいた。コンテスト経験は子どもたちの競争心を養うよい機
会になった」と話していました。同コンテストは 3 月 7 日日
午後 2 時～ 2 時 54 分、3 月 10 日火午前 1 時 30 分～ 2 時 24 
分（再放送）に ATV 青森テレビで放送予定。ぜひご覧ください。

生活課題など活発に意見交換
在住外国人との行政懇談会

　六ヶ所村在住外国人との行政懇談会が 2 月 16 日、文化交
流プラザ「スワニー」で開かれました。懇談会には村在住の
ITER・BA 活動の研究者や家族など約 17 人が出席し、古川健治
村長や村関係者と村での生活について懇談しました。
　出席者たちは「村民の皆さんにあたたかく迎えていただき、
村での生活を楽しんでいる」と話し、生活に関しては「図書館
に洋書が少ない」、「高速なデータ通信ができる環境整備を」「村
内にプールを整備してほしい」、「イベント情報など英語での情
報がもっとほしい」などと意見や要望が出されました。
　古川村長は「よりよい研究のためには、住み心地のよい生活
環境づくりが必要。今日の具体的な意見を参考に、より充実さ
せていきたい」と話しました。
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	 StyleRokkasho
11

六 ヶ 所 人 の ス タ イ ル 通 信

　
国際交流International Exchange

食・文化や会話で多彩な交流楽しむ
「異文化交流フェア 2010」開かれる

　
「
異
文
化
交
流
フ
ェ
ア

２
０
１
０
」
が
２
月
21
日
、

文
化
交
流
プ
ラ
ザ
「
ス
ワ

ニ
ー
」
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
６
回
目
と
な
る
同

フ
ェ
ア
に
は
、
村
内
在
住
の

外
国
人
が
過
去
最
多
の
11
カ

国
の
ブ
ー
ス
を
設
置
。
各
国

自
慢
料
理
の
香
り
が
漂
う
会

場
に
、
多
く
の
来
場
者
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

中
国
ブ
ー
ス
で
は
、
餃
子

や
サ
ラ
ダ
な
ど
日
本
で
も
な

じ
み
の
料
理
が
並
び
、
イ
ン

ド
ブ
ー
ス
で
は
４
種
類
の
香

た
。
韓
国
の
チ
ヂ
ミ
な
ど
は

家
で
も
ぜ
ひ
つ
く
っ
て
み
た

い
」
と
に
っ
こ
り
。

　

ド
イ
ツ
ブ
ー
ス
の
フ
リ
ー

ド
リ
ッ
シ
ュ
・
グ
ラ
ッ
シ
ャ
ー

さ
ん
は
「
ド
イ
ツ
の
代
表
と

し
て
参
加
で
き
て
と
て
も
う

れ
し
い
。
と
て
も
忙
し
い
け

ど
、
も
っ
と
も
っ
と
お
客
さ

ん
が
来
て
ほ
し
い
」
と
笑
顔

で
来
場
者
に
対
応
し
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
韓
国
ブ
ー
ス
の
運

営
を
手
伝
っ
た
韓
国
語
教
室

受
講
生
の
吉
田
幸
代
さ
ん
は

「
ほ
か
の
国
（
ブ
ー
ス
）
の

人
た
ち
と
も
交
流
で
き
て
う

れ
し
い
。
気
軽
に
話
し
交
流

す
る
こ
と
で
み
ん
な
が
笑
顔

に
な
る
。
い
い
イ
ベ
ン
ト
で

す
ね
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
も
在
住
外
国

人
が
「
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
」
や

「
中
国
祝
舞
」
を
披
露
。
外
国

人
、
日
本
人
が
協
力
し
て
繰

り
広
げ
た
劇「
水
戸
黄
門
ず
っ

こ
け
旅
」
は
、
コ
ミ
カ
ル
か

つ
迫
真
の
演
技
で
会
場
を
沸

か
せ
て
い
ま
し
た
。　

り
豊
か
で
本
格
的
な
イ
ン
ド

カ
レ
ー
。
イ
タ
リ
ア
の
ブ
ー

ス
で
は
前
菜
、
パ
ス
タ
か
ら

パ
イ
の
デ
ザ
ー
ト
ま
で
の

コ
ー
ス
料
理
が
用
意
さ
れ
、

フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ー
ス
で
は

シ
ー
ド
ル
と
一
緒
に
豚
や
羊

肉
の
パ
テ
な
ど
が
来
場
者
に

ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
る
で
多
国
籍
料
理
店
の

よ
う
な
手
料
理
の
数
々
に
、

来
場
者
の
久
保
由
貴
さ
ん

は
「
フ
ェ
ア
に
来
る
の
は
初

め
て
だ
け
ど
、
一
度
に
各
国

の
い
ろ
ん
な
料
理
を
味
わ
え

　

セ
ル
ビ
ア
の
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

　

講
師
の
イ
レ
ー
ナ
さ
ん

は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
教
師
の
ク
ラ
ウ

ニ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
さ
ん
の

奥
さ
ん
で
、
昨
年
か
ら
村
に

居
住
。
皆
さ
ん
に
自
慢
の
セ

ル
ビ
ア
料
理
を
紹
介
し
ま

す
。

■
日
時　

３
月
16
日
火

午
後
６
時
～
８
時

■
場
所　

中
央
公
民
館
二
階

実
習
室

■
募
集
人
数　

10
人
（
定
員

に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま

す
）

■
参
加
費
用　

材
料
費

■
申
込
期
限　

３
月
12
日
金

　

ド
イ
ツ
国
際
交
流
員
ダ
ニ

エ
ル
先
生
と
楽
し
く
ド
イ
ツ

語
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

　

３
月
か
ら
毎
週
火
曜
日
に

キ
ッ
ズ
ド
イ
ツ
語
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

■
開
催
時
間　

毎
週
火
曜

日
、
午
後
３
時
30
分
～
４
時

■
場
所　

国
際
交
流
ラ
ウ
ン

ジ
（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
リ
ー
ブ
内
）

■
対
象　

４
歳
～
８
歳

　

村
在
住
の
外
国
人
の
皆
さ

ん
と
英
語
で
言
語
交
流
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

１
時
間
の
う
ち
30
分
間
は

英
語
で
、
残
り
の
30
分
間
は

日
本
語
で
。
自
分
の
言
語
力

に
あ
わ
せ
て
自
由
に
会
話
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

３
月
30
日
火
、
４

月
20
日
火

２
日
間
と
も
午
後
６
時
～
７

時■
場
所　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」

問
国
際
交
流
課　

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
２
６
２
）

セ
ル
ビ
ア
料
理
教
室

の
参
加
者
を
募
集

キ
ッ
ズ
ド
イ
ツ
語
教

室
の
参
加
者
を
募
集

外
国
人
の
皆
さ
ん
と

英
会
話
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か

上　コミカルな演技で
来場者を笑わせた「水
戸黄門ずっこけ旅」

左　「 中 国 ブ ー ス 」 で
は、水餃子やサラダな
どテーブルいっぱいの
料理でもてなした

　
「
あ
れ
が
オ
オ
ワ
シ
で
す
。
成
鳥

特
有
の
色
が
な
い
か
ら
ま
だ
若
鳥
で

す
ね
」。
一
戸
さ
ん
は
い
つ
も
の
よ

う
に
双
眼
鏡
で
そ
の
姿
を
追
う
。
吹

雪
の
束
の
間
、
晴
れ
間
が
の
ぞ
く
尾

駮
沼
岸
で
、
１
匹
の
オ
オ
ワ
シ
が
優

雅
に
風
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　
「
こ
の
尾
駮
沼
に
は
、
た
く
さ
ん
の

野
鳥
が
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
数
は
、

日
本
で
観
察
で
き
る
野
鳥
の
４
分
の

１
ほ
ど
。自
然
が
豊
か
な
証
拠
で
す
」。

　

一
戸
さ
ん
が
尾
駮
沼
で
の
野
鳥
観

察
を
始
め
た
の
は
２
０
０
５
年
。
身

貴
重
な
鳥
た
ち
の
姿
通
し
て
、
自
然
の
尊
さ
伝
え
る

一戸一晃 さん

●いちのへ・かづあき
青森市出身。六ヶ
所村尾駮在住。東
邦大学卒業後、㈶
実験動物中央研究
所を経て現在、㈶
環境科学技術研究
所勤務（17年目）。
日本野鳥の会青森
県支部・三沢野鳥
の会会員。

近
な
尾
駮
沼
の
す
ば
ら
し
さ
を
子
ど

も
た
ち
に
教
え
て
ほ
し
い
、
と
い
う

尾
駮
小
学
校
か
ら
の
依
頼
が
き
っ
か

け
だ
っ
た
。「
自
分
が
こ
の
目
で
見

た
野
鳥
の
姿
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
ウ
ソ
は
教
え
ら
れ
ま
せ
ん

か
ら
ね
」。

　

以
来
、
一
戸
さ
ん
は
宿
舎
か
ら
徒

歩
10
分
の
尾
駮
沼
で
毎
朝
野
鳥
撮
影

を
続
け
、
写
真
を
通
し
て
同
僚
の
近

藤
邦
男
さ
ん
、
植
田
真
司
さ
ん
と

共
に
尾
駮
沼
の
自
然
を
紹
介
し
て
い

る
。「
子
ど
も
た
ち
に
は
ぜ
ひ
、
こ

の
豊
か
な
自
然
を
村
内
外
の
人
へ
自

慢
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　

継
続
は
力
な
り
―
。
そ
の
積
み
重

ね
に
よ
り
一
戸
さ
ん
は
環
境
省
レ
ッ

ド
リ
ス
ト
に
あ
る
オ
ジ
ロ
ワ
シ
や
オ

オ
ワ
シ
の
貴
重
な
姿
を
数
々
写
真
に

収
め
、
07
年
に
は
ハ
ク
ガ
ン
や
ソ
デ

グ
ロ
ヅ
ル
な
ど
の
撮
影
に
も
成
功
。

三
沢
野
鳥
の
会
の
仲
間
と
共
に
撮
影

し
た
色
鮮
や
か
な
鳥
た
ち
の
姿
は
新

聞
各
紙
に
掲
載
さ
れ
、
六
ヶ
所
の
豊

か
な
自
然
を
印
象
付
け
た
。
ま
た
、

尾
駮
沼
を
泳
ぐ
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
写

真
は
、
そ
の
珍
し
さ
か
ら
『
Ｗ
ｅ
ｂ

東
奥
』
の
ア
ク
セ
ス
数
ラ
ン
キ
ン
グ

の
１
位
に
な
っ
た
ほ
ど
。
一
戸
さ
ん

は
「
ク
マ
を
見
つ
け
た
と
き
は
体
が

す
く
み
ま
し
た
。
で
も
、
逃
げ
場
が

な
か
っ
た
の
で
撮
る
し
か
な
い
と
覚

悟
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
ト
ラ
ウ

マ
で
ヤ
ブ
の
中
で
の
山
菜
採
り
が
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
が
…
」
と
少
し

困
り
顔
で
笑
う
。

　

一
戸
さ
ん
が
写
真
に
目
覚
め
た
の

は
小
学
校
５
年
生
の
こ
ろ
。
国
鉄
職

員
だ
っ
た
叔
父
さ
ん
か
ら
カ
メ
ラ
を

譲
り
受
け
、
蒸
気
機
関
車
の
撮
影
に

夢
中
に
な
っ
た
。
そ
の
時
の
夢
は
機

関
車
の
設
計
士
だ
っ
た
が
「
高
校
生

の
と
き
に
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
の
本
を
読
ん

で
か
ら
、
生
物
が
与
え
て
く
れ
る
感

動
を
体
験
し
た
い
、
と
生
物
学
に
興

味
が
出
始
め
、
そ
の
後
は
大
学
で
ア

ホ
ウ
ド
リ
の
保
護
研
究
を
し
て
い
た

教
官
の
影
響
で
鳥
に
魅
せ
ら
れ
た
。

い
つ
か
そ
の
美
し
い
姿
を
写
真
に
収

め
た
い
で
す
ね
」。
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー

を
の
ぞ
く
一
戸
さ
ん
の
ま
な
ざ
し

は
、
今
日
も
深
く
優
し
げ
だ
。

PROFILE

この目で見た豊かな自然を伝えたい
村の雄大な自然を、的確かつ優しい視点で切り取る

平成 19 年ごろから冬期間、
スワニーの北壁上部をねぐ
らにしているハヤブサ。運
がよければその姿を見るこ
とができるという（22 年 1
月 31 日一戸さん撮影）

3 月 2 日火～ 28 日日に村立郷土館で企画展「尾駮沼を訪れた鳥や動物たち」（一戸さん撮影）が開催されます。ぜひご来館ください。

医
療

交
番
だ
よ
り

健
康

国
際
交
流
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交番だより Safety Information

速度超過による交通事故を防止しよう

　
医療Medical

新千歳平診療所での診療開始に向けて

千歳平診療所　所長

米田喜與志

　

妻
と
小
学
校
６
年
生
の
娘

を
連
れ
て
六
ヶ
所
村
に
戻

り
、
11
年
に
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

尾
駮
診
療
所
の
松
岡
史
彦

先
生
か
ら
「
診
療
所
医
師
と

し
て
の
心
得
」
を
５
年
間
学

び
、
平
成
16
年
に
千
歳
平
診

療
所
長
に
な
り
ま
し
た
。

　

以
来
６
年
間
、
月
曜
か
ら

水
曜
の
外
来
を
重
点
的
に
診

て
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て

当
診
療
所
の
歴
史
を
考
え
て

み
る
と
、
実
に
多
く
の
皆
さ

ん
に
お
骨
折
り
い
た
だ
き
今

日
に
至
っ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
か
さ
れ
ま
す
。

　

昭
和
52
年
５
月
、
弘
前
大

学
の
医
局
の
先
生
の
診
療
開

始
か
ら
数
え
て
32
年
の
月
日

が
流
れ
、
診
療
所
の
内
外
と

も
に
老
朽
化
が
か
な
り
進
み

ま
し
た
。

　

屋
上
で
は
柳
の
木
が
風
に

な
び
き
、
そ
の
根
は
建
物
の

壁
伝
い
に
這
う
。
室
内
に
は

か
び
が
生
え
、
ペ
ニ
シ
リ
ン

を
製
造
し
て
い
る
よ
う
で
不

気
味
…
。
歴
代
事
務
長
の
修

５
年
は
ぼ
ろ
を
隠
す
仕
事
が

日
課
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
た
び
千
歳
平
診
療
所
が

新
築
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
お
力
添
え
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
に
、
あ
ら
た
め
て
心

か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
ず
ん
だ
餅
」
も
し
く
は

「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
の
服
や
帽

子
」
の
よ
う
な
黄
緑
色
の
外

壁
が
、
千
歳
平
小
学
校
の
真

復
に
も
か
か
わ
ら
ず
天
井
は

今
に
も
落
ち
そ
う
で
、
雫
が

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
の
壁
を
つ

た
っ
て
い
ま
す
。

　

暖
か
く
な
る
と
、
白
ア
リ

が
何
千
匹
も「
羽
蟻
」と
な
っ

て
舞
い
飛
び
、
窓
際
の
狭
い

空
間
を
占
領
。
冬
は
玄
関
の

内
壁
が
結
露
し
、
下
の
方
は

水
浸
し
で
大
変
で
し
た
。

　

そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
こ
こ

ん
前
で
鮮
や
か
に
輝
い
て
い

ま
す
。
隣
は
対
象
的
な
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
色
の
医
師
住
宅
。

14
台
の
駐
車
が
可
能
で
す
。

　

さ
て
こ
こ
か
ら
は
、
今
後

の
診
療
所
の
体
制
を
お
話
し

ま
す
。

①
外
来
診
察

　

今
ま
で
と
同
様
、
外
来
は

午
後
だ
け
で
す
。
月
曜
日
か

ら
水
曜
日
ま
で
は
私
が
担
当

し
、
木
曜
日
は
尾

駮
診
療
所
、
金
曜

日
は
野
辺
地
病
院

の
応
援
医
師
が
担

当
し
ま
す
。
金
曜

日
は
変
則
的
な
外

来
で
す
が
、
問
題

が
生
じ
た
場
合
は
今
ま
で
同

様
、
可
能
な
限
り
わ
た
し
が

診
察
し
ま
す
。

②
外
来
診
察
以
外
の
時
間

　

今
後
も
予
約
が
必
要
で

す
。
水
曜
日
の
午
前
は
心
臓

血
管
検
査
や
介
護
保
険
の
書

類
作
成
の
時
間
と
し
、
金
曜

日
の
午
後
２
時
30
分
か
ら
は

禁
煙
指
導
や
特
別
な
予
防
接

種
を
わ
た
し
が
行
い
ま
す
。

　

ふ
だ
ん
「
所
長
は
千
歳
平

診
療
所
に
い
る
時
間
が
少
な

い
」
と
思
う
人
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
産
業
医
と

健
康
づ
く
り
対
策
室
長
の
仕

事
で
役
場
勤
務
、
ま
た
松
岡

先
生
へ
の
感
謝
の
証
と
し
て

尾
駮
診
療
所
へ
応
援
診
療
に

行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

③
検
査
・
カ
ル
テ

　

特
別
な
機
器
類
の
新
規
導

入
は
な
く
、
小
物
が
多
少
入

る
程
度
で
す
の
で
、
検
査
は

今
ま
で
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
「
カ
ル
テ
」（
患

者
さ
ん
の
診
察
記
録
簿
・
診

療
録
）
は
、「
電
子
カ
ル
テ

シ
ス
テ
ム
」
に
な
り
ま
す
。

　

診
療
ス
タ
ッ
フ
は
カ
ル
テ

の
書
き
込
み
や
押
印
を
せ

ず
、
キ
ー
ボ
ー
ド
や
マ
ウ
ス

操
作
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
記

録
。
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
整
理

整
頓
さ
れ
利
用
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

　

利
点
は
、
90
日
後
ま
で
の

診
療
予
約
が
で
き
る
こ
と

（
例
：
４
週
間
後
の
９
月
９

日
木
午
後
２
時
30
分
）。
待

ち
時
間
が
断
然
少
な
く
な
り

ま
す
。

　

欠
点
は
、
患
者
さ
ん
と
話

す
機
会
が
少
な
く
な
る
こ
と
。

　

皆
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
の
相

互
理
解
を
確
実
に
す
る
た
め

に
は
、
互
い
に
相
手
の
目
を
見

て
話
す
と
い
う
努
力
が
必
要

で
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
操
作

に
気
を
取
ら
れ
、
結
果
、
患
者

さ
ん
と
話
す
時
間
が
少
な
く

な
り
、
大
き
な
不
満
が
出
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
常
に

努
力
あ
る
の
み
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
新

体
制
で
の
診
療
は
本
年
４
月
１

日
木
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
３
月

26
日
金
、
29
日
月
～
31
日
水
は

引
越
し
の
た
め
、
外
来
受
診
を

な
る
べ
く
避
け
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
木
～
２
日
金
は

新
体
制
で
の
混
乱
が
生
じ
な
い

よ
う
、
わ
た
し
が
診
察
を
担
当

す
る
予
定
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

② 1 月末の村の物件事故発生状況
平成 22 年 21 年

前年比
1 月中 累計 累計

31 31 36 -5

① 1 月末の村の人身事故発生状況
平成 22 年 21 年 前年比1 月中 累計 累計

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

0 0 0 0 0 0 5 0 5 -5 0 -5

毎月６日は、村民交通安全の日
死亡事故ゼロ 3,363 日達成！（1 月 31 日現在）

　

雪
解
け
が
進
み
春
の
訪
れ

が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
冬
期
間
の
渋
滞
等
に
よ

る
イ
ラ
イ
ラ
感
か
ら
開
放
さ

れ
、
ま
た
路
面
状
況
も
よ
く

な
る
こ
と
か
ら
、つ
い
ス
ピ
ー

ド
を
出
し
が
ち
に
な
り
、
こ

れ
が
原
因
の
交
通
事
故
の
発

生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

安
全
な
速
度
で
交
通
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◆
雪
解
け
時
期
の
運
転
に
十

分
注
意
を

○
雪
解
け
と
と
も
に
道
路
に

は
、
歩
行
者
や
自
転
車
が
増

え
る
な
ど
交
通
事
情
が
変
化

し
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
に

と
っ
て
は
む
し
ろ
危
険
が
増

え
る
時
期
と
い
え
ま
す
の

で
、
こ
の
よ
う
な
時
期
こ
そ

速
度
を
控
え
め
に
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

○
日
中
は
天
候
が
良
く
て

も
、
朝
・
夕
は
気
温
の
低
下

で
雪
解
け
水
が
凍
り
、
黒
く

濡
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

路
面
が
実
は
ア
イ
ス
バ
ー
ン

状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
日
中
で

も
日
の
当
た
ら
な
い
場
所
、

橋
の
上
、
ト
ン
ネ
ル
の
出
入

り
口
付
近
は
凍
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

○
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
る

と
、
視
野
が
狭
く
な
り
危
険

の
見
落
と
し
や
、
危
険
へ
の

対
応
が
遅
く
な
り
思
わ
ぬ
事

故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
本
格

的
な
春
の
到
来
ま
で
は
、
常

に
路
面
状
況
、
気
温
に
注
意

し
て
安
全
な
速
度
を
守
り
、

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
運
転
者
は
同
乗
者
全
員
に

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を

　

昨
年
の
交
通
事
故
を
見
る

と
、
自
動
車
乗
車
中
の
死
者

23
人
の
う
ち
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
非
着
用
死
者
が
11
人
で
、

こ
の
う
ち
４
人
は
着
用
し
て

い
れ
ば
助
か
っ
た
と
思
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し

て
い
な
か
っ
た
た
め
に
衝
突

の
衝
撃
で
ハ
ン
ド
ル
や
ダ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ド
、
フ
ロ
ン
ト
ガ

ラ
ス
等
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
、

さ
ら
に
は
車
外
に
放
出
さ
れ

重
大
な
被
害
を
受
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
交
通
事

故
の
際
の
被
害
軽
減
に
大
き

な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

運
転
者
は
全
員
の
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
を
確
認
し
て
か

ら
発
進
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
県
内
に
お
け

る
違
法
駐
車
を
見
る
と
、

○
雪
の
た
め
に
道
路
が
狭
く

な
っ
て
い
て
も
、
平
気
で
長

時
間
車
を
止
め
て
い
る

○
最
も
混
雑
す
る
朝
夕
の

ラ
ッ
シ
ュ
時
間
帯
に
自
分
の

都
合
だ
け
を
考
え
て
、
バ
ス

レ
ー
ン
内
に
駐
車
し
て
い
る

○
団
地
や
ア
パ
ー
ト
な
ど

で
、
道
路
を
車
庫
代
わ
り
に

利
用
し
て
い
る　

な
ど
他
人

に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
例
が

み
ら
れ
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
こ
れ
か
ら
積

雪
期
と
な
り
、
道
路
幅
も
こ

れ
ま
で
以
上
に
狭
く
な
る
た

め
、
こ
の
よ
う
な
違
法
駐
車

に
よ
っ
て
交
通
渋
滞
が
さ
ら

に
ひ
ど
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
除
排
雪
作
業
に
支

障
が
生
じ
る
な
ど
、
市
民
生

活
に
大
変
な
迷
惑
を
か
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
警

察
で
は
、
１
月
か
ら
３
月
ま

で
の
３
カ
月
間
を
「
違
法
駐

車
取
締
り
強
化
期
間
」
に
設

定
し
て
、
違
法
駐
車
の
交
通

指
導
取
締
り
を
強
化
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

違
法
な
駐
車
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ

ん
、
ド
ラ
イ
バ
ー
と
な
る
社

員
を
送
り
出
す
使
用
者
が
得

意
先
に
駐
車
場
を
確
保
す
る

な
ど
、
一
人
一
人
が
工
夫
す

る
こ
と
で
、
な
く
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

  　

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

○
Ｒ
Ａ
Ｂ
「
活
彩
あ
お

も
り
」

■
３
月
７
日
日
「
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
」

■
３
月
21
日
日
「
万
引

き
防
止
対
策
」（
い
ず
れ

も
午
前
７
時
30
分
～
35

分
）

違
法
駐
車
は
や
め
よ

う

○
Ｒ
Ａ
Ｂ
ラ
ジ
オ
「
広
報
タ

イ
ム
」（
毎
週
月
～
木
午
前

７
時
30
分
～
35
分
）

○
Ｆ
Ｍ
あ
お
も
り
「
情
報
ぱ

れ
っ
と
」（
毎
週
月
～
木
午

後
０
時
50
分
～
55
分
）

１
日
～
４
日
「
違
法
駐
車
は

や
め
よ
う
」「
免
許
技
能
試

験
再
開
の
お
知
ら
せ
」

８
日
～
11
日
「
冬
山
の
遭
難

を
な
く
そ
う
」

15
日
～
18
日
「
速
度
超
過
に

よ
る
交
通
事
故
を
防
止
し
よ

う
」

事
故
・
犯
罪
防
止

対
策
の
番
組
が
放

送
さ
れ
ま
す

医
療

交
番
だ
よ
り

健
康

国
際
交
流

医
療

交
番
だ
よ
り

健
康

国
際
交
流
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　健康Health

新型インフルエンザワクチンの接種はお済みですか？

医
療

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
の
皆
さ
ん
へ

①
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

国
は
、
多
く
の
国
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
踏
ま
え
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
を
平
成
25
年
３

月
で
廃
止
し
、
４
月
か
ら
新
た

な
医
療
制
度
へ
移
行
す
る
と

し
、
高
齢
者
、
関
係
団
体
、
有

識
者
の
皆
さ
ん
で
構
成
さ
れ
る

「
高
齢
者
医
療
制
度
改
革
会
議
」

で
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。

②
青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料

　

青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
は
現
行
制
度
が
廃
止
す

る
ま
で
の
間
、
高
齢
者
の
皆
さ

ん
に
不
安
や
混
乱
を
生
じ
さ
せ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
可
能
な

限
り
保
険
料
の
増
加
を
抑
制
す

る
と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
水

準
の
維
持
・
充

実
の
た
め
22
年

度
・
23
年
度
の

後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
率
を

下
記
の
と
お
り

定
め
ま
し
た
。

　

結
果
、
22
年

所
得
割
額
を
負
担
す
る
人
の
う

ち
、
総
所
得
金
額
等
か
ら
基
礎

控
除
額
33
万
円
を
差
し
引
い
た

後
の
所
得
が
58
万
円
以
下
（
年

金
収
入
で
１
５
３
万
円
か
ら

２
１
１
万
円
ま
で
）
の
人
は
、

所
得
割
額
を
５
割
軽
減
し
ま

す
。

●
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者

だ
っ
た
人
に
対
す
る
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
す
る
直
前
ま
で
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
夫
や
子
ど
も
に
扶
養
さ
れ

て
い
た
人
は
、
均
等
割
額
が
９

割
軽
減
さ
れ
、
所
得
割
額
の
負

担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑤
保
健
事
業
（
健

康
診
査
）
の
実
施

　

被
保
険
者
の
健

康
の
保
持
増
進
の

た
め
、
事
業
実
施

主
体
を
広
域
連
合

と
し
、
市
町
村
に

委
託
し
て
健
康
診

査
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
自

己
負
担
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
受
診

を
希
望
す
る
人

は
、
健
康
課
（
☎

０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
22
年
度

は
、
こ
れ
ま
で
健

康
診
査
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ

て
い
た
生
活
習
慣
病
の
治
療
者

の
人
も
受
診
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

⑥
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
特
別
の
事
情
が
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
保
険
料
を
滞
納

す
る
と
、
有
効
期
間
の
短
い
短

期
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
た

り
、
保
険
証
返
還
の
上
、
被
保

険
者
資
格
証
明
書
（
医
療
機
関

な
ど
の
窓
口
に
お
い
て
、
医
療

費
の
全
額
を
一
時
的
に
負
担
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。）
が
交
付
さ
れ
た
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
改
め
て
お

手
元
の
納
付
書
を
確
認
の
上
、

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
っ
た

ら
早
急
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ

い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
、
困
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
青
森

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
（
☎
０
１
７
（
７
２
１
）

３
８
２
１
）
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

度
・
23
年
度
の
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
率
は
、
20
年
度
・
21

年
度
と
同
様
と
な
っ
て
い
ま

す
。

③
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

求
め
方

④
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

軽
減
措
置

　

22
年
度
の
保
険
料
の
軽
減
措

置
は
、
21
年
度
と
同
様
に
、
次

の
と
お
り
継
続
と
な
り
ま
す
。

●
均
等
割
額
の
軽
減

　

世
帯
内
の
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
全
員
」
と

「
世
帯
主
」
の
総
所
得
金
額
等

の
合
計
所
得
額
に
よ
り
、
以
下

の
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
所
得
割
額
の
軽
減
（
表
①
）

保険料（上限 50 万円）

均等割額
［被保険者全員が納める額］

（40,514 円）
＋

所得割額
［所得に応じて納める額］

｛（前年の総所得金額など－ 33 万円）
× 7.41％｝

＝

33 万円以下の人 7割軽減→ 8.5 割軽減

　上記のうち、世帯内の「後期高齢者医
　療制度の被保険者全員」が、年金収入
　80 万円以下でほかの所得がない世帯
　の人（給与収入などがある場合でも、
　控除後の所得が 0円である場合）

9割軽減

33 万円＋〈24 万 5千円×同世帯の被保
険者数の人数（被保険者である世帯主を
除く）〉以下の人

５割軽減

33 万円＋（35 万円×同世帯の被保険者
数の人数）以下の人

２割軽減

保険料率 改定後
均等割額 40,514 円
所得割額 7.41％

今月の歯ッピーエンゼルたち●
1月 21 日の３歳児健診で虫歯のなかった子どもたち

よ
い

歯で歯ッピ
ー

佐藤 璃空くん 小比類巻彩葉ちゃん小泉 芽依ちゃん

　

村
民
が
無
料
で
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
受
け
ら
れ
る
期
間
は

３
月
31
日
水
ま
で
で
す
。
村

内
診
療
所
で
は
３
月
15
日
月

ま
で
予
約
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

ま
だ
接
種
し
て
い
な
い
人

は
早
め
に
予
約
し
接
種
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
接
種
時
に
料
金
を

支
払
っ
た
人
は
払
い
戻
し
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続

き
は
４
月
15
日
木
ま
で
で
す

の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
必
要
な
書
類

接
種
済
書
、
領
収
書
、
印

鑑
、
口
座
番
号
の
わ
か
る
も

の
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
の

も
の
）

         　

平
成
20
年
４
月
か
ら
中
学

１
年
生
・
高
校
３
年
生
に
相

当
す
る
年
齢
の
人
を
対
象
に

麻
疹
の
予
防
接
種
が
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
５
年
間
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
人
に
は
昨
年

４
月
に
予
診
票
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
接
種
に
は
期
限
が

あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
接

種
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

麻
疹
（
は
し
か
）
の
予
防
接

種
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人

は
も
ち
ろ
ん
、
１
回
受
け
た

こ
と
が
あ
る
人
も
２
回
目
の

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
麻
し
ん
・
風
し
ん
両
方

に
罹
患
し
た
人
は
接
種
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど

ち
ら
か
一
方
に
罹
患
し
た
人

は
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

メ
タ
防
ク
ラ
ブ

～
気
持
ち
い
い
汗
流
し
て
、

心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
～

  

だ
ん
だ
ん
春
の
足
音
が
聞

こ
え
て
く
る
こ
の
季
節
。
心

も
体
も
ウ
キ
ウ
キ
し
て
き
ま

す
ね
。
春
に
な
り
、
上
着
を

脱
ぐ
と
、
体
の
ラ
イ
ン
が
気

に
な
り
ま
す
。

　

さ
ぁ
今
か
ら
体
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
で
す
。
み
ん
な
で
心

地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ

う
。

■
日
時　

３
月
11
日
木

10
時
～
12
時

■
会
場　

保
健
相
談
セ
ン

タ
ー　

１
階
機
能
訓
練
室

■
講
師　

ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー 

山
本
直
子
氏

■
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み

物
、
健
康
手
帳

■
申
し
込
み
先　

健
康
相
談
係

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
７
９
４

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
23
年

３
月
ま
で
に
開
催
さ
れ
る
保

健
事
業
掲
載
の
「
健
康
づ
く

り
カ
レ
ン
ダ
ー
」
が
３
月
中

に
配
布
予
定
で
す
。
地
区
に

よ
り
配
布
日
が
異
な
り
ま
す

が
、
４
月
上
旬
に
な
っ
て
も

配
布
さ
れ
な
い
人
は
各
地
区

公
民
館
や
支
所
、
役
場
健
康

課
窓
口
に
あ
り
ま
す
の
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
中
旬
に
各
世
帯
に
各

種
健
診
の
申
込
案
内
が
送
付

麻
疹
・
風
疹
予
防
接

種
の
お
知
ら
せ

知
っ
て
得
す
る
健
康

学
習

健
康
づ
く
り
カ
レ
ン

ダ
ー
を
配
布
し
ま
す

さ
れ
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
来
年
度
か
ら

専
用
の
申
込
用
紙
に
記
入
し

て
郵
送
す
る
か
、
窓
口
で
の

平
成
22
年
度
各
種
検

診
の
申
し
込
み
案
内

が
送
付
さ
れ
ま
す

赤石 幹太くん相内 心花ちゃん八木橋 海美ちゃん野田 麗華ちゃん

申
し
込
み
と
な
り
、
電
話
で

の
申
し
込
み
は
受
け
付
け
ま

せ
ん
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
　

医
療

交
番
だ
よ
り

健
康

国
際
交
流

表①
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　1 月の農業委員会定例総会が 1 月 20 日、役場分庁舎３階会議室で開催
され、下記案件が原案通り議決・承認されました。
■議案第１号　農地法第３条の規定による許可申請について

1 件 5,277㎡
■議案第２号　公売買受適格証明者の証明について　2 件 9,905㎡
■議案第３号　農地法第５条の規定による許可申請について

2 件 3,541㎡
＊議会の傍聴・会議録の縦覧ができます。

　平成 21 年 12 月 15 日に改正農地法が施行され、農
地を相続した時は農業委員会へ届出が必要になりまし
た。
○届出の期限　権利取得を知った日から約 10 カ月以内
○届出先　六ヶ所村農業委員会事務局（届出の用紙は

農業委員会事務局窓口に備え付けてあります。）
　耕作できない場合は、農業委員会から貸し借りなどのあっせんを受ける
ことができます。届け出をしない人、虚偽の届け出をした人は、10 万円以
下の過料に処される場合があるので、忘れずに届け出るようお願いします。
問農業委員会　☎ 0175（72）2111（内線 271 ～ 273）

　

南
部
凧
と
津
軽
凧
の
作
り
方

の
違
い
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
日
時　

３
月
20
日
土

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
講
師　

佐
藤
と
く
子
（
全
米

凧
芸
術
協
会
国
際
委
員
／
日
本

の
凧
の
会
津
軽
カ
イ
ト
支
部

長
）

■
会
場　

六
ヶ
所
村
立
郷
土
館

（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

■
参
加
費　

１
，０
０
０
円（
材

料
費
）

■
内
容　

親
子
・
一
般
で
津
軽

凧
（
65
．
８
㎝
×
48
．
５
㎝
）

を
制
作
し
ま
す

■
募
集
人
員　

15
組
（
お
子
さ

ん
が
複
数
の
場
合
で
も
、
一
家
族

で
一
枚
の
制
作
と
な
り
ま
す
。）

■
申
込
方
法　

３
月
５
日
金
か

ら
、
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
（
先
着
順
で
定
員
に
達
し

次
第
、
締
め
切
り
ま
す
）

■
そ
の
他　

昼
食
は
各
自
準

備
。
当
教
室
で
の
ケ
ガ
な
ど
に

つ
い
て
は
、
自
己
責
任
で
お
願

い
し
ま
す
。

問
六
ヶ
所
村
立
郷
土
館

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
３
０
６

担
当　

高
橋
・
秋
田

　

環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
の
オ

オ
ワ
シ
や
オ
ジ
ロ
ワ
シ
、
そ
し

て
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
や
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
な
ど
の
貴
重
な
写
真
展

を
開
催
し
ま
す
。

　

六
ヶ
所
の
豊
か
な
自
然
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
撮
影
者　

一
戸
一
晃
さ
ん

（
環
境
科
学
技
術
研
究
所
勤
務
）

■
展
示
内
容　

尾
駮
沼
を
訪
れ

た
鳥
や
動
物
の
貴
重
な
写
真

（
50
点
）
の
紹
介

■
展
示
期
間　

３
月
２
日
火
～

28
日
日
（
休
館
日
は
８
日
月
、

15
日
月
、
23
日
火
で
す
）

問
六
ヶ
所
村
立
郷
土
館

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
３
０
６

担
当　

高
橋
・
秋
田

ク
リ
ー
ン
・
ペ
ア
・
は
ま

な
す
へ
の
ご
み
搬
入
受
付
時
間

を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

●
今
ま
で　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
４
時
30
分
（
平
日
・
土
日

と
も
）

●
変
更
後
（
３
月
１
日
～
）　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30

分
（
平
日
・
日
曜
）

土
曜
日
だ
け
午
前
８
時
30
分
か

ら
正
午
、
午
後
１
時
か
ら
午
後

４
時
30
分

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
北
部
上
北
広
域
事
務
組
合　

ク
リ
ー
ン
・
ペ
ア
・
は
ま
な
す

☎
０
１
７
５
（
68
）
２
５
０
８

１
月
25
日
月
か
ら
３
月
22

日
月
ま
で
の
期
間
、
三
沢
空

港
発
着
の
大
阪
便
ご
利
用
の

個
人
型
パ
ッ
ク
商
品
を
利
用

し
た
人
、
１
人
に
つ
き
『
３
，

０
０
０
円
』
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ

ッ
ク
さ
れ
ま
す
（
条
件
あ
り
。

先
着
１
２
０
人
）。

さ
ら
に
、
同
期
間
「
Ｊ
Ａ

Ｌ
で
行
く
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ

ゾ
ー
ト
」
で
、
三
沢
空
港
か
ら

参
加
す
る
人
、１
人
に
つ
き『
パ

ー
ク
内
で
利
用
で
き
る
ギ
フ
ト

カ
ー
ド
３
，
０
０
０
円
分
』
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
（
先
着

50
人
）。

詳
し
く
は
下
記
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
三
沢
市
役
所
政
策
調
整
課
内

三
沢
空
港
振
興
会
事
務
局

☎
０
１
７
６
（
53
）
５
１
１
１

（
内
線
５
３
２
）

　

本
県
で
は
、
今
年
に
入
っ
て

（
２
月
１
日
現
在
）
住
宅
火
災

に
よ
り
、
11
人
の
犠
牲
者
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
１
月

に
は
、
青
森
市
で
父
子
３
人
が

犠
牲
と
な
る
非
常
に
痛
ま
し
い

住
宅
火
災
が
発
生
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

ま
た
、11
人
の
う
ち
５
人
は
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
し
た
。

　

冬
季
は
暖
房
器
具
を
使
用
す

る
機
会
が
多
く
、
今
後
も
火
災

の
発
生
が
強
く
懸
念
さ
れ
ま
す

の
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
は
火
の

取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

い
ち
早
く
火
災
に
気
付
き
、

避
難
が
で
き
る
よ
う
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
住
宅
火
災　

い
の
ち
を
守
る

　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
】

３
つ
の
習
慣

●
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

●
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

す
る
。

●
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消

す
。

４
つ
の
対
策

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

●
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を

防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使

用
す
る
。

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

●
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
奏
功

事
例

○
管
内
で
の
事
例

　

居
住
者
の
男
性
が
２
階
寝
室

で
就
寝
中
、
１
階
居
間
に
設
置

し
て
い
た
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
鳴
動
で
目
が
覚
め
た
。
１
階

玄
関
に
出
た
と
こ
ろ
、
子
ど
も

部
屋
か
ら
煙
が
出
て
い
る
の
を

発
見
し
、
屋
外
に
設
置
さ
れ
て

い
る
水
道
か
ら
ホ
ー
ス
を
使
用

し
消
化
し
た
。

問
北
部
上
北
広
域
事
務
組
合
消

防
本
部

☎
０
１
７
５
（
64
）
０
６
５
０

六
ヶ
所
消
防
署

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
３
０
１

「
津
軽
凧
づ
く
り
」
教

室
参
加
者
募
集

住
宅
防
火
対
策
を
徹
底

し
て
く
だ
さ
い

ク
リ
ー
ン
・
ペ
ア
・
は
ま

な
す
の
ご
み
搬
入
時
間

が
変
更
に
な
り
ま
し
た

１
月
25
日
月
か
ら
３
月

22
日
月
ま
で
の
期
間

中
、
三
沢
空
港
を
利
用

す
る
と
お
得
で
す

鳥
とりやべ

谷部柚
ゆずき

希（真吾）尾駮レイクタウン

中
なかじま

嶋　力
りきあ

星（和行）二又

松
まつはし

橋　羚
れあ

葵（博幸）内沼	

相
あいない

内　璃
りと

斗（幸春）尾駮浜

目
めだい

代　紗
さな

菜（英輝）泊

荒
あらき

木穂
ほのか

乃佳（俊）　　尾駮レイクタウン

高
たかむら

村虎
こたろう

太郎（優二）老部川

六ヶ所村の人口
（1 月 31 日現在）

区分 人口 前月比

男 5,935 － 5
女 5,307 － 4
計 11,242 － 9

世帯数 4,421 ± 0

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

小田　優吾（尾駮レイクタウン）

舘花　裕子（泊）

高村　春樹（倉内）

髙松　恵子（尾駮レイクタウン）

ご結婚おめでとう

お悔やみ申し上げます

田中　明子　　72 才（泊）

佐藤　　弘　　71 才（泊）

吉岡　かつ　　94 才（泊）

梅木　富惠　　88 才（庄内）

林下　キヨ　　66 才（泊）

佐藤　忠吉　　72 才（戸鎖）

三戸　久治　　76 才（室ノ久保）

1 月届け出分。届け出時に、本誌への掲
載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 0175-72-2111（内線 116）

戸籍の窓

Information Square

＊
当
日
ご
来
店
、
お
持
ち
帰
り

の
お
客
さ
ま
に
限
り
、
園
芸
商

品
20
％
割
引
（
友
の
会
会
員
は

30
％
割
引
）、
加
工
商
品
10
％

割
引（
友
の
会
会
員
20
％
割
引
）

し
ま
す
（
配
達
の
場
合
は
割
引

対
象
外
で
す
）。

■
催
事　

○
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
セ
ー
ル
（
観

葉
植
物
）
２
日
間
と
も
12
時
～

○
タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス
（
鉢
花
、

ハ
ム
、
出
店
業
者
商
品
）

○
抽
選
会
（
随
時
）

＊
先
着
１
０
０
人
に
鉢
花
か
骨

付
き
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
プ
レ

ゼ
ン
ト

問
公
立
ぎ
ん
な
ん
寮

☎
０
１
７
６
（
56
）
５
１
２
１

郷
土
館
企
画
展

「
尾
駮
沼
を
訪
れ
た
鳥

や
動
物
た
ち
の
写
真

展
」
を
開
催
し
ま
す

同
北
分
署

☎
０
１
７
５
（
77
）
３
５
２
５

同
南
分
署

☎
０
１
７
５
（
75
）
２
０
０
０

　

住
民
課
お
よ
び
泊
・
平
沼
両

支
所
で
は
、
平
成
18
年
か
ら
毎

月
第
２
土
曜
日
の
午
前
中
、
平

日
は
毎
日
午
後
６
時
ま
で
窓
口

業
務
の
延
長
を
試
行
し
て
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

利
用
実
績
が
低
い
こ
と
か
ら
、

22
年
４
月
１
日
か
ら
毎
週
月
曜

日
（
～
午
後
６
時
）
だ
け
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
住
民
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
１
５
）

　

公
立
ぎ
ん
な
ん
寮
は
、
次
の

と
お
り
春
の
感
謝
セ
ー
ル
を
開

催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
多
数
の
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

３
月
20
日
土
、
21
日

日■
場
所　

公
立
ぎ
ん
な
ん
寮

（
直
売
所
ハ
ン
ズ
お
よ
び
大
温

室
周
辺
・
東
北
町
大
字
大
浦
字

南
平
10
―
１
）

■
販
売
品　

園
芸
商
品
（
鉢
花
各
種
、
洋
ラ

ン
、
観
葉
植
物
、
山
野
草
ほ
か
）

加
工
商
品
（
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー

ジ
ほ
か
）

　

こ
の
ほ
か
、市
町
村
特
売
品
、

福
祉
施
設
生
産
物
な
ど
も
販
売

さ
れ
ま
す
。

延
長
窓
口
変
更
の
お
知

ら
せ

農業委員会だより

農地を相続
したら

届け出を！

公
立
ぎ
ん
な
ん
寮

春
の
感
謝
セ
ー
ル
開
催
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節
分
の
鬼
、
雪
だ
る
ま
…

か
わ
い
ら
し
い
手
作
り
の
飾

り
付
け
が
、
泊
小
学
校
の
図

書
室
に
訪
れ
た
人
た
ち
を
和

ま
せ
る
。

　
「
下
手
だ
け
ど
、
何
も
な
い

よ
り
は
雰
囲
気
が
ち
ょ
っ
と

違
う
で
し
ょ
」。
同
小
図
書
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
岩
崎
裕ひ

ろ
こ子
さ

ん
と
能
登
忍
さ
ん
は
に
こ
や

か
に
話
す
。
室
内
に
い
て
も

季
節
感
を
感
じ
て
欲
し
い
と

い
う
心
遣
い
が
、
本
が
整
然

と
並
ぶ
空
間
に
温
も
り
を
与

え
て
い
る
。

　

同
小
で
保
護
者
に
よ
る
図

書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
始
ま
っ

た
の
は
平
成
19
年
12
月
。
当

時
、
学
校
側
の
呼
び
か
け
に

応
え
る
形
で
５
人
で
ス
タ
ー

ト
し
た
。
現
在
は
、
当
時
か

ら
の
メ
ン
バ
ー
岩
崎
裕ひ

ろ
こ子
さ

ん
と
新
た
に
加
わ
っ
た
能
登

忍
さ
ん
の
２
人
で
、
毎
週
月

曜
日
の
午
後
に
本
の
カ
バ
ー

が
け
や
図
書
の
整
理
・
修
理

な
ど
の
図
書
館
業
務
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
も

う
一
つ
の
仕
事
、
読
み
聞
か

せ
の
担
当
は
岩
崎
さ
ん
。
週

１
回
１
・
２
年
生
を
対
象
に

15
分
ほ
ど
行
っ
て
い
る
。

　

初
め
は
子
ど
も
た
ち
の
前

で
と
に
か
く
緊
張
し
た
、
と

話
す
岩
崎
さ
ん
。「
自
分
の

子
ど
も
以
外
の
読
み
聞
か
せ

の
経
験
が
な
か
っ
た
か
ら
、

最
初
は
た
く
さ
ん
の
子
ど
も

た
ち
を
前
に
緊
張
し
て
う
ま

く
話
せ
な
く
て
…
。
で
も
、

そ
の
う
ち
登
場
人
物
に
な
り

き
っ
て
、
笑
う
、
泣
く
な
ど

の
感
情
表
現
を
大
げ
さ
に
す

る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
子
ど

も
た
ち
は
お
話
に
夢
中
に
。

そ
の
反
応
に
や
り
が
い
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と

充
実
感
を
に
じ
ま
せ
る
。

　

今
で
は
、
学
校
行
事
な
ど

で
読
み
聞
か
せ
が
キ
ャ
ン
セ

ル
に
な
っ
た
次
の
週
な
ど
に

「
子
ど
も
た
ち
が
待
ち
き
れ

な
い
よ
う
に
『
今
日
は
何
の

本
？
』
な
ど
と
積
極
的
に
話

し
か
け
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
終
わ
っ
た
あ
と

に
『
お
つ
か
れ
さ
ま
』
と
肩

も
み
を
し
て
く
れ
る
子
ど
も

も
い
る
ん
で
す
よ
」
と
う
れ

し
そ
う
な
表
情
。

　

同
小
の
蛯
名
徳
彦
教
頭
先

生
は
「
同
じ
読
み
聞
か
せ
で

も
、
先
生
た
ち
と
岩
崎
さ
ん

で
は
子
ど
も
た
ち
の
反
応
が

違
い
ま
す
。
母
親
目
線
の
温

か
さ
が
伝
わ
る
か
ら
で
し
ょ

う
ね
。
紙
芝
居
な
ど
工
夫
し

て
や
っ
て
く
れ
る
の
も
い
い

刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
。
読

み
聞
か
せ
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
に
は
聞
く
態
度
が
身

に
付
き
、
想
像
力
も
養
わ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
」
と
そ
の

効
果
を
喜
ぶ
。

　

２
人
は
子
ど
も
た
ち
の
読

書
意
欲
を
も
っ
と
高
め
よ
う

と
、
手
書
き
の
手
紙
で
個
々

に
選
書
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

う
『
ミ
ニ
レ
タ
ー
』
に
も
挑

戦
中
だ
。
一
人
一
人
の
本
の

貸
出
履
歴
を
参
考
に
し
、
よ

り
専
門
的
な
本
や
、違
う
ジ
ャ

ン
ル
の
本
を
勧
め
て
い
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て

読
書
の
意
義
や
必
要
性
を
強

く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
、

と
話
す
２
人
。「
作
文
が
う

ま
い
子
は
読
書
好
き
。
学
力

向
上
の
た
め
に
は
、
文
章
力

が
や
っ
ぱ
り
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
も
っ

と
読
書
好
き
に
な
る
よ
う

に
、
母
親
の
視
点
を
生
か
し

こ
れ
か
ら
も
工
夫
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
」。

泊小図書ボランティアの（左から）岩崎さんと能登さん

読
書
の
大
切
さ
を
、
母
親
の
視
点
で
伝
え
た
い

泊
小
学
校
　
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

読
書
の
必
要
性
を
伝
え
た
い
―
。

泊
小
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
二
人
は
、

子
ど
も
た
ち
の
読
書
意
欲
の
向
上
の
た
め
、

心
地
よ
い
読
書
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Hot
Corner

round 18

頑張る六ヶ所の人たちの
ホットな情報を紹介

児童たちは、岩崎さんの読み聞かせを毎
週楽しみにしているという

日・曜 行事名 時　間 場　所

1 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

2 火 尾駮沼に来る鳥や動物たちの写真展 ～ 28 日まで 村 立 郷 土 館

3 水 ワッ歯ッ歯ッ！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保 健 相 談 センター

4 木

5 金
カンガルー教室 受付  ９:30 ～ 10:00 保 健 相 談 センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保 健 相 談 センター

6 土

7 日

8 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

9 火
6 カ月児健診 受付  ９:30 ～  ９:45 保 健 相 談 センター

1 歳 6 カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保 健 相 談 センター

10 水

11 木 メタ防クラブ　エアロビクス 10：00 ～ 12：00 保 健 相 談 センター

12 金
カンガルー教室〈抱っこ法〉 受付  ９:30 ～ 10:00 保 健 相 談 センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保 健 相 談 センター

13 土

14 日

15 月
５歳児発達相談会 受付 12:45 ～ 13:00 保 健 相 談 センター

スワニー・郷土館・図書館休館日

16 火

17 水

18 木
1 歳児健診 受付  ９:30 ～  ９:45 保 健 相 談 センター

4 カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保 健 相 談 センター

19 金
カンガルー教室 受付  ９:30 ～ 10:00 保 健 相 談 センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保 健 相 談 センター

20 土

21 日

22 月

23 火 スワニー・郷土館・図書館休館日

24 水
乳幼児相談 受付  ９:30 ～  ９:45 保 健 相 談 センター

2 歳児歯科健診 受付 12:30 ～ 12:45 保 健 相 談 センター

25 木
カンガルー教室〈親子ビクス〉 受付  ９:30 ～ 10:00 保 健 相 談 センター

ピヨママ広場〈ベビーマッサージ〉 13：00 ～ 15：00 保 健 相 談 センター

26 金

27 土

28 日

29 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

30 火

31 水

 村のスケジュール3 月

千歳中の立志式を初めて取材しました。２年生 15 人が一人ずつ「夢」を発表。その堂々とした姿に頼もしさを感じ、気の引き締まるよ
うな思いで聞きました。全員の発表のあとは、生徒会長の五十嵐あかりさんの激励のことば。「草花は土の中で花咲く時を待つ。冬の厳
しさは、さくら咲く春のためにある。実力をつけるためには努力の積み重ねが大事」なのだと。春の温かさや到来の時期は人それぞれ
違うのでしょうが、努力の分だけそのありがたみは増していくのでしょう。とても深いことばでした○異文化交流フェアが今年も開催
されました。異文化理解はまずその国の料理から、ということで試食を存分に楽しみました。カタコトの会話も楽しい取材でした。（円子）

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

　すでにサークルの域は出た。活動内容もそ
うだが、集う人間の危険度が、だ。ヤバイ奴
らが巻き起こす熱血青春ドタバタ劇。理系男
子って皆こんなに危ないの？ 『小説新潮』連
載を書籍化。

キケン

有川　浩 著

図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

　生涯を健康で過ごし、穏やかな死を迎える
秘訣は、無理をしないこと。ラクをしないこ
と−。自然の摂理を受け入れて、そのなかで、
かたよりすぎない生き方をするために必要
な、エネルギー生成系と生命の成り立ちを解
説します。

かたよらない生き方

安保　徹 著

　１月 19 日から 21 日までの３日間、小学
校入学を控えた保育所の子どもたちが図書
館を訪れ、図書館の利用方法を勉強しまし
た。
　子どもたちは、大好きな折り紙、工作の
本やカブト虫の本などがあることに驚いて
いました。「パネルシアター」や「大型絵本」
の読み聞かせのあとは、自分で好きな本を
選び、読んでいました。また、「どうしてこ
んなにたくさんの本があるのですか？」「こ
の本はみんなかりてもいいのですか？」な
どたくさんの質問がありました。
　 今 回 の 訪 問 は

「読書は心を暖め
る」がテーマの読
書週間中。子ども
たちの心もポカポ
カ気分になったで
しょうか。ぜひま
た来館してくださ
いね。

入学前の子どもたちが
図書館を見学しました

好きな本を手にとって、興味深そう
に読む子どもたち
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穏やかな陽光が降り注ぐ、厳冬の小川原湖。
薄く結氷した湖面は、春の準備を始めるように、
光を深く深く吸い込んでいます。
そのやわらかで静かなひとときは、
冬の厳しい寒さを少しだけ、忘れさせてくれるかのようです。

伝えたい、六ヶ所の風景。
冬氷

1

Rokka
sho

広
報

ろ
っ

か
し

ょ

1_ 薄氷が張った小川原湖
2_ 凍

いてたき

滝となった馬門川上流の滝。六ヶ所の冬の厳しい寒さは、
水量豊かな滝をも凍らせてしまう

２


